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第
９
回

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
月
報
（
三
月
例
会
結
果
報
告
） 

日
時 

：
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所 
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

講
師 

：
佐
藤
公
江
（
千
葉
県
川
柳
作
家
連
盟
理
事
） 

出
席
者
：
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
井
上
慧
姑
、
萱
野
澄
ゑ
、 

谷
口
勝
、
松
谷
の
ん
紀
、
両
角
節
児
、 

山
口
の
ぼ
ん
、
山
岸
順
、
黒
崎
与
三
坊 

課
題
「
べ
っ
た
り
」
互
選
句 

「
１
点
」 

貼
る
カ
イ
ロ
三
枚
貼
っ
て
ヤ
ケ
ド
す
る 
 
 
 

平 

太 

ハ
ブ
ラ
シ
で
あ
な
た
と
私
キ
ス
し
て
る 

 
 
 

の
ん
紀 

ト
ラ
ン
プ
と
蜜
月
演
じ
上
機
嫌 
 
 
 
 
 
 

節 

児 

ス
ト
ー
カ
ー
に
狙
わ
れ
て
い
る
家
の
猫 

 
 
 

順 
 

ハ
グ
さ
れ
て
身
を
ゆ
だ
ね
て
る
車
い
す 

 
 
 

の
ん
紀 

べ
っ
た
り
と
疲
れ
て
座
る
夫
哀
れ 

 
 
 
 
 

の
ぼ
ん 

毛
が
足
り
ず
様
に
な
ら
な
い
リ
ー
ゼ
ン
ト 

 
 

与
三
坊 

「
２
点
」 

新
調
の
服
も
泣
い
て
る
鳥
の
糞 

 
 
 
 
 
 

勝 

夜
桜
へ
カ
ッ
プ
ル
歩
く
影
ひ
と
つ 

 
 
 
 
 

澄 

ゑ 

久
々
に
手
と
手
を
つ
な
ぐ
春
う
ら
ら 

 
 
 
 

慧 

姑 

男
衆
が
裏
で
支
え
る
舞
妓
さ
ん 

 
 
 
 
 
 

平 

太 

捨
て
な
い
で
駅
員
な
や
む
ガ
ム
の
あ
と 

 
 
 

澄 

ゑ 

差
押
さ
え
口
に
一
枚
春
団
治 

 
 
 
 
 
 
 

平 

太 

こ
ん
に
ゃ
く
も
官
と
民
と
の
繋
ぎ
で
す 

 
 
 

澄 

ゑ 

寄
り
添
っ
て
昔
デ
ー
ト
で
今
介
護 

 
 
 
 
 

勝 

諭
吉
さ
ん
千
人
揃
い
抱
き
し
め
て 

 
 
 
 
 

清 

野 

「
３
点
」 

た
め
ら
わ
ず
病
め
る
夫
の
頬
を
な
で 

 
 
 
 

桃 

花 

人
前
で
抱
き
合
う
二
人
別
世
界 

 
 
 
 
 
 

節 

児 

落
第
点
夢
で
良
か
っ
た
あ
ぶ
ら
汗 

 
 
 
 
 

桃 

花 

「
４
点
」 

午
前
様
シ
ャ
ツ
の
背
中
の
紅
の
跡 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

濡
れ
落
ち
葉
払
い
落
さ
れ
わ
れ
一
人 

 
 
 
 

節 

児 

「
５
点
」 

い
つ
ま
で
も
子
離
れ
で
き
ず
疎
ま
れ
る 

 
 
 

慧 

姑 

「
６
点
」 

の
り
弁
の
機
密
資
料
に
増
す
疑
惑 

 
 
 
 
 

与
三
坊 

「
講
師
の
句
」 

夫
で
な
い
ひ
と
と
逢
う
日
の
厚
化
粧 

 
 
 
 

公 

江 
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四
月
例
会
予
定 

日
時
：
四
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

場
所
：
美
浜
公
民
館
・
第
一
会
議
室 

課
題
：
「
浮
き
浮
き
」
三
句 

※
四
月
十
九
日
ま
で
に
事
務
局
あ
て
投
句
を
お
願
い
し
ま
す
。 


